
〔課程-2〕 
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本研究は中国海南省農村部コミュニティにおいて、急速な経済発展にともなう生活様式の変容

が人びとの健康にどのような影響をあたえるか評価した研究である。具体的には、経済発展の程度

が異なる海南省農村部の 19 コミュニティに暮らす 1744 名を対象に C 反応性タンパク質（CRP）を

測定することで将来の心血管疾患（CVD）のリスクを評価し、その決定要因をロジスティック回帰分

析で探求した。CRP濃度が 3 – 10 mg/Lの対象者をリスクがある集団と定義した。 

主要な結果は以下のとおりである。 

 

 過去一年間に出稼ぎをした経験があることはCRP濃度を有意に上昇させる（オッズ比（OR）＝

1.79）ことが明らかになった。家禽類の摂取頻度も CRP 濃度を有意に上昇させる（OR＝1.36）

ことが明らかになった。家禽類を摂取することがより良い生活水準の代理指標になっていると

いうことが可能性として考えられる。 

 格差の代理指標（各コミュニティで報告された世帯収入の最大値）もまた CRP 濃度を有意に

上昇させる（OR＝1.01）ことが明らかになった。すなわち、格差の大きいコミュニティに暮らす

人びとの CRP 濃度が高くなることが明らかになった。これは、州ごとのジニ係数と CRP 濃度の

相関を調べたアメリカの研究や、収入格差と健康の関連を調べた一連の社会疫学の研究と同

様の傾向を示すと言える。 

 さらに男女に分けて統計分析した場合、これらの関連が女性においてより顕著に観察されるこ

とが分かった。これは市場経済から長く隔離されてきた女性の CRP にこうした要因の影響がよ

り強く反映されやすいことを示唆する。 

 

これまでのフィールドワークで明らかにされてきたように、過去 20 年の急速な経済発展のプロセ

スの中で、これらのコミュニティでは経済状況や生活習慣に関する個人間・世帯間差が発生してき

ている。今回の研究で明らかになったのは、そうした現象が CRP 濃度、すなわち心血管疾患のリス

クという側面にも見て取れるということである。 

本研究は、中国農村部における経済発展の健康影響を CRP濃度を使用して評価した初めての

研究である。実験設備が整わない環境の中で濾紙血という方法を用いてサンプル収集を行い分析

を行うという工夫をしたこともまた特筆すべき点である。 

以上の理由により学位の授与に値するものと考えられる。 


